




















て軟 X線で観測されるカスプ型ループを発見した (Tsuneta et al. 1992)。一方で、寿命
の短いフレアにおいては、軟X線フレアループの上空に硬 X線源を発見 (Masuda et al.
1994)し、さらにプラズマの塊が毎秒 100km程度での速度でフレア上空に放出される現象
であるプラズモイド噴出を発見した (Shibata et al. 1995)。こうして、従来は同一のメカ
ニズムで説明することが難しいと考えられていた寿命の長いフレアと短いフレアの双方











左図: フレアのリコネクションモデル。右図: 軟X線ループの上昇速度 (VSXR loop)とプラ
ズモイド噴出の速度 (Vejecta)、ループ上空の硬X線源の高さ (H)の関係。
Reference: Shimizu, M., Nishida, K., Takasaki, H., Shiota, D., Magara, T., Shibata,
K., 2008, ApJL, 683, 203
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